
  

 

 

 

 

 

十五夜（お月見） 

 

 

 

 

 

 

 

 十五夜は、１年の中で最も美しい月を眺めながら、秋の収穫に

感謝をする日です。古くからの伝統行事で、お供え物として、月

見団子や里芋・栗・さつま芋などの秋の農作物、ススキを飾るの

が風習です。最近では、この時期になると満月に見立てた卵な

どを使った期間限定メニューを出す飲食店が増えてきました。

今日の給食では、セルフお月見バーガーとさつま芋クリームが

入ったお月見だんごを出します。 

 
 

 


